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Abstract: There are several continuous Pleistocene marine and fluvial terraces in Chita Peninsula, Aichi 
Prefecture, central Japan. The Pleistocene terraces are subdivided into Higher 1 terrace (river terrace), 
Higher 2 terrace (marine terrace), Higher 3 terrace (marine and river mouth terrace), Middle 1 terrace 
(marine terrace), Middle 1’ terrace (river mouth terrace), Middle 2 terrace (marine terrace) Middle 3 
terrace (marine terrace) and Middle fluvial terrace from higher to lower order.
     The Higher 1 terrace forms a dividing ridge between Kinuura (Chita) and Ise bays. The deposits con-
tain rhyolitic welded tuff gravels and yields a pollen assemblage including warm and temperate plants 
such as Quercus Subgen, Cyclobalanopsis and Castanopsis / Pasania. The Higher 2 terrace is charac-
terized by bioturbated fine deposits and reddish soil, and yields a pollen assemblage including warm and 
temperate plants such as Lagerstroemia. The Higher 3 terrace has thick (up to 20m) deposits including 
two marine layers and reddish soil (2.5 YR to 5 YR in Munsell color chart). The gravels in the Higher 
3 terrace are generally hard-weathered, most of the chert gravels are bleached. The Middle 1 and 1’ 
terraces have one or two marine layers and they are characterized by un-bleached chert gravels and red-
dish brownish soil (5 YR to 7.5 YR in Munsell color chart). These terraces are widely developed along 
the coast, and their directions show the former shoreline angle. The Middle 2, 3 terraces and the Middle 
fluvial terrace are partially distributed. These terraces are tectonically uplifted and deformed by active 
faults and are tilted eastward.

Keywords: marine terrace, river terrace, river mouth terrace, Pleistocene, tectonic movement, Chita 
Peninsula

要　旨

　知多半島には数段の連続性の良い海成・河成段丘が

発達する．更新世段丘は，高位から順に高位 1 段丘（河

成），高位 2 段丘（海成），高位 3 段丘（海成および河口成），

中位 1 段丘（海成），中位 1’ 段丘（河口成），中位 2 段

丘（海成），中位 3 段丘（海成）および河成中位段丘に

区分できる．高位 1 段丘は，衣浦（知多）湾と伊勢湾

の分水界をなし，流紋岩質溶結凝灰岩礫を含み，アカ

ガシ亜属やシイノキ属・マテバシイ属のような暖温帯

植物を含む花粉組成を示す．高位 2 段丘は，生物擾乱

を受けた細粒堆積物と赤色土壌で特徴づけられ，サル

スベリ属のような暖温帯植物花粉を産する．高位 3 段

丘は，場所により 20 m に達する厚い，2 層の海成層を

挟む堆積物と，マンセル色表示で 2.5 YR ～ 5 YR の色

相を占めす赤色土壌で特徴づけられる．この堆積物中

の礫は一般に強く風化しており，チャート礫は漂白さ

れている．中位 1 および 1’ 段丘は，1 層ないし 2 層の

海成層をもち，漂白されていないチャート礫と 5 YR ～

7.5YR の赤褐色土壌で特徴づけられる．これらは海岸

沿いに知多半島全域に広く分布し，明瞭な旧汀線アン

グルをもつ．中位 2・3 段丘及び河成中位段丘は，狭く

局所的にしか分布しない段丘である．これらの段丘は，

地殻変動に伴って隆起し，活断層による変位と東傾動

を受けている．

1.　はじめに

　知多半島には数段の比較的連続性の良い段丘面が発

達する．これらの段丘面と堆積物に関しては，国土地

理院（1968），松田（1969）の地形学的研究，牧野内

（1975, 1980，1985 など）の地質学的研究と，愛知県

（1978，1988)，近藤・木村（1987）などの地質図・地

形分類図作成に関連する調査報告，および小池・町田

（2001）の全国の海成段丘調査成果の取りまとめに関連

したものなど，多くの研究がなされてきた．この地域は，

1960 年代～ 80 年代前後の高度成長期に多くの大規模

な人工露頭が出現し，貴重な知見が記載されたが，主

として中軸部に分布する最高位の段丘に関しては好露

頭が少なかったためか，さまざまな見解が示されてい

た（たとえば牧野内，1975，1985）．近年，人工露頭の

多くは被覆されたり削り取られたりして消滅した一方，
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露出が限られていた半島中軸部で土砂採取や電源開発

に伴って大規模な露頭が出現し，これまで十分でなかっ

た最高位段丘堆積物に関して，新しい資料が得られる

ようになっている．

　筆者は，知多半島の段丘面とその堆積物を空中写真

判読と地表地質踏査によって調査し，いくつかの新知

見を得た．知多半島の主要段丘面区分図を第1図に示す．

2.　調査方法

　知多半島では高度成長期の開発によって自然地形が

広範囲で失われてしまっている．このため，1947 年米

軍撮影の縮尺約 1/10,000 空中写真と 1970 年代国土地理

作成の 1/25,000 旧版地形図を用いて写真判読図を作成

し，それを現在の地形図に重ね合わせて踏査に供した．
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第 1 図　知多半島の主要段丘区分図 .

Fig. 1       Major terrace classification in the Chita Peninsula.
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踏査にあたっては，自治体発行の 1/2,500 都市計画図

（等高線間隔 2 m）で露頭の標高を読み取りつつ，縮尺

1/100 ～ 1/20 の柱状図を作成した．

3.　段丘堆積物の記載

　知多半島には全域を通じて 4 段の連続性の良い河成・

海成の中～高位段丘が分布するほか，場所によっては

中位段丘が 2 ～ 3 段に段化している．また，これらの

段丘面を開析して 2 ～ 3 面の河成低位段丘面が分布す

る．低位段丘面の大部分は圃場整備などによって改変

され露頭も少ないため，現在地表踏査による地質調査

は困難である．本調査では，中位・高位段丘を対象と

して踏査を主とする調査を行った．

　段丘面区分を第 1 図に，段丘面・堆積物の概要を第 1
表，第 2 表に記す．

　以下，各段丘面と堆積物について記載する．

段丘名 堆積・形成場 特徴 特徴的な花粉化石

半島中部
における
段丘面の
高度

高位1段丘 河成
厚さ10～20 mの礫層を主体とする堆積段
丘
他の段丘堆積物より径の大きな礫が多い

Quercus  (Subgen. Cyclobalanopsis ) (コナラ属アカ

ガシ亜属)、Castanopsis / Pasania  (シイノキ属/マ
テバシイ属) を産する

80 m前後

高位2段丘 海成
顕著な海成堆積物を伴う
漂白されたチャート礫を伴う

Lagerstroemia  (サルスベリ属)を産する 65 m前後

高位3段丘 河口～海成

2.5～5 YRの表土を伴う

2層の海成堆積物を伴う,厚さ20 m以上の

堆積物からなる.チャート礫は割れてい

る.中部に古土壌層を挟有する

下部の海成層はQuercus . (Subgen.
Cyclobalanopsis )，Castanopsis  / Pasaniaなどを産
する
上部の海成層はRhamnaceae（クロウメモドキ科)
が優勢で、Podocarpus（イヌマキ属) を伴う

45～50 m

中位1段丘 海成

7.5～5YRの表土を伴う.クサリ礫を含ま

ない.
間にチャネル状の砂礫を挟む2層の海成

堆積物からなる.

Quercus  (Subgen. Cyclobalanopsis )  がわずかに産
出

40 m前後

（西岸)

中位1’段丘 河口成

海成堆積物を厚さ10～15 mの礫層が覆

う.
段丘面は海に向かって緩く傾斜する.

Podocarpus がわずかに産出
20 m前後
（東岸）

中位2段丘 海成
半島南端部でのみ識別できる.
薄い段丘堆積物を伴う.

中位3段丘 海成 半島南端部でのみ識別できる.
河成中位段丘河成 厚さ10 m以上の礫層を主体とする.

低位段丘面群河成
地形・地質が大きく改変されている. 本

調査の対象外とする.

第 1 表　既往研究と本研究の対比概要 .

Table 1    Comparison of terraces in the Chita Peninsula.

第 2 表　段丘面・堆積物の特徴 .

Table 2    Characteristics of terrace surfaces and their deposits in the Chita Peninsula.
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3.1　高位 1 段丘

　高位 1 段丘面は，最高位に位置する，開析された尾

根状の標高 70 m ～ 90 m の段丘面であり，多くの場所

で知多半島の分水界をなす．この段丘面は，松田（1969） 
の武豊面のうち，比高 10 m ～ 15 m の段丘崖によって

2 段に区分できる場所では高位のものに相当する．

　高位 1 段丘堆積物は牧野内（1975，1985）の武豊層

に相当するが，本調査で確認された露頭より，牧野内

（1975，1985）の記載とは異なり，海成層を挟まず河成

の堆積物だけによって構成される段丘堆積物であるこ

とが明らかになった（第 3 図，第 4 図）．なお，知多半

島中部を対象とする，牧野内（1975，1985）や吉田・

尾崎（1986），近藤・木村（1987）の先行研究において，

海成層（相）を含む地層が記載された露頭は，すべて

次に述べる高位 2 段丘堆積物の分布域にあり，高位 2

段丘堆積物の露頭と考えられる．

　

3.1.1　堆積物の層相

　高位 1 段丘堆積物は，厚さ 10 m ～ 20 m の成層した

礫層および砂層を主体とし，シルト層を挟有する．礫

層には，漂白されて割れ目の入ったチャート礫が多く，

流紋岩礫が 10 ～ 20 ％，そのほか花崗岩，粘板岩・砂

岩など堆積岩の礫など多種のものが含まれる．チャー

ト以外の礫の多くはクサリ礫ないし半クサリ礫となっ

ている．礫層は，最大径 30 cm 程度の，円～亜円礫を

主とし，基質は不淘汰な泥まじり砂～砂まじり泥から

なる．大径の礫は，堆積岩礫に多く，チャート礫は径

数 cm 以下のものが多い．砂層は，しばしば細礫を含み，

トラフ状ないし波状～平行状の層理をもつ，アルコー

ス質のものを主体とする．シルト層は砂層中にレンズ
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第 2 図　高位 1 段丘堆積物の柱状図 .柱状図の位置は第 13 図を参照 .

Fig. 2       Columnar sections of the Higher 1 terrace deposits Locations of sections are shown in Fig. 13.
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状に挟在するほか，最上部に層状に分布する．

　なお，今回の調査では，生物擾乱など海成堆積物で

あることを示唆する特徴は認められなかった．

3.1.2　花粉化石

　知多半島中部中軸部の武豊町別曽池西方の大露頭 

（H1-4）において，本層中部の礫層に挟在するレンズ状

シルト層より少量の，同じく中軸部の武豊町油脂工場

西方の尾根上部の露頭（H1-3）において本層上部の層

状砂質シルトから多量の花粉化石が得られた．

　H1-4 の本層中下部からは，温帯常緑針葉樹の Pinus（マ

ツ属）が，温帯落葉広葉樹の Sciadopitys（コウヤマキ

属），Cryptomeria（スギ属），温帯落葉広葉樹の Betula
（カバノキ属），Alnus（ハンノキ属），Quercus（Subgen. 

Lepidobalanus）（コナラ属コナラ亜属）および冷温帯落

葉広葉樹の Fagus（ブナ属）を伴う花粉群集が認められ

た．

H1-3 の本層上部からは，温帯落葉広葉樹の Clath-
ra（リョウブ属）が極めて優勢で，温帯落葉広葉樹の

Quercus（Subgen. Lepidobalanus），Alnus，Cryptomeria 
が随伴し，暖温帯常緑広葉樹の Q. Subgen. Cyclobalan-
opsis（コナラ属アカガシ亜属）や Castanopsis / Pasania
（シイノキ属 / マテバシイ属）を低率に伴う．一方，冷

温帯落葉広葉樹の Fagus はほとんど産出しない．また，

草本およびシダ・コケ植物の胞子の占める割合が高い．

3.2　高位 2 段丘

　高位 2 段丘は，高位 1 段丘面を 10 m ～ 15 m 下刻し

て尾根脇に段丘面（高位 2 段丘面）を構成する．従来

の研究（松田，1969；牧野内 , 1975, 1985 など）では，

高位 2 段丘堆積物は，武豊層として高位 1 段丘堆積物

と一括されていた．しかし，知多半島中部の武豊町別

曽池西方（H2-3）に出現した第 2 図の大露頭や，その

ほか多くの露頭や地形面に関するデータから，高位 1
段丘面を構成する堆積物（武豊層）とは異なる，主と

して海成堆積物からなる段丘堆積物を高位 2 段丘堆積

物として区別する．

 なお，従来の研究において高位 2 段丘が上位の高位 1
段丘と区分されていなかった背景には，両者ともに開

析が進み段丘崖と段丘面の識別が困難な場所が多く，

かつ両者の関係を明確に観察できる大露頭がなかった

ことに加え，武豊層模式地（知多カントリークラブ北東）

付近では地殻変動によって第四系・堆積面が傾動して

いるために段丘崖が特に認めにくくなっていることが

挙げられる．

 高位 2 段丘面は，知多半島のほぼ全域に分布し，一部

第 3 図　武豊町別曽池付近の大露頭 (H2-3) で認められた高位 1段丘面・堆積物と，高位 2 段丘面・堆積物の関係 .

Fig. 3       �A large outcrop in where the relationship between the Higher terrace 1 and Higher terrace 2 can be observed near Besso-ike, 
Taketoyo town
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は谷の中に入り込むような形で分布する．段丘面は開

析され，樹枝状の小さな谷が入り込んでいる．高位 1
段丘面や背後斜面との間の汀線アングル（旧汀線）の

高度は，知多半島中部で約 65 m である．

3.2.1　堆積物の層相

　高位 2 段丘堆積物は，下部がチャート，粘板岩，砂

岩，花崗岩などの礫を主体とする砂礫層および砂礫層

中に挟在するシルト層からなり，上部は淘汰の良い砂

層と砂質シルト～シルト層からなる．表層にマンセル

色表示で 2.5YR の色相（赤褐色）を呈する表土を伴う．

下部の礫層中の花崗岩や砂岩の礫はクサリ礫が多く，

チャート礫は漂白された状態にあり，割れ目が認めら

れる．上部の砂層，シルト層にはしばしば直径 10 mm
～ 20 mm 程度の巣穴化石や球状生痕化石などの生物擾

乱が認められる（第 4 図 , 第 5 図）．高位 2 面が丘陵に

谷状に入り込んだ場所（たとえば常滑市本宮山南：第 3
図の H2-2）では径 60 mm 以下の礫をレンズ状に伴い，

不淘汰で礫や砂を伴うシルト層およびクラックの入っ

た埋没土壌状のシルト層が認められた．また，所によ

り「ロース斑」を伴う赤色土壌が挟在する．

3.2.2　珪藻および花粉化石

　今回の調査時点では既に露頭は失われていたが，知

多半島中部の武豊町桜ケ丘のシルト層における珪藻

化石分析の結果，沿岸域・汽水性の Cyclotella striata, 
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第 4 図　高位 2 段丘堆積物の柱状図 .柱状図の位置は第 13 図を参照 .

Fig. 4       Columnar sections of the Higher 2 terrace deposits Locations of sections are shown in Fig. 13.

第 5 図　高位 2 段丘堆積物上部にしばしば認められる生物

　　　　擾乱 .

Fig. 5      �Bioturbation in the upper part of the Higher 2 terrace de-
posits.
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Fig. 6       Columnar sections of the Higher 3 terrace deposits Locations of sections are shown in Fig. 13.
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Fig. 7       Columnar sections of the Middle 1 terrace deposits Locations of sections are shown in Fig. 13.
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Melosira sulcata が最上部層中から，および Achnanthes，
Caloneis, Eunotia, Rhopaplodia が中部シルト層から報告

されている（森，1980）．また，同じ層準の花粉分析では，

Fagus（ブナ属）, Quercus（コナラ属）, Alnus（ハンノ

キ属）, Ulmus-Zelkova（ケヤキ属）, Corylus（ハシバミ

属 ), Carpinus（シデ属）, Lagerstroemia（サルスベリ属）, 
Pinus（マツ属）, Tsuga（ツガ属）, Picea（トウヒ属）, 
Sciadopitys（コウヤマキ属）が最上部層から，Quercus, 
Alnus, Ulmus-Zelkova, Corylus が中部シルト層から得られ

ている（吉野・丹羽， 1976）．

3.3　高位 3 段丘

　高位 3 段丘面は，「亀崎面（松田，1969）」と呼ばれ，

知多半島全域に分布する，開析途上の平坦な段丘面を

なしている．段丘面は，知多半島の中軸部を取り巻い

て海岸に平行して分布するほか，丘陵を開析する谷の

中に入り込むように分布する．このような分布上の特

徴から，地形的には高海面期に形成された海成段丘面

としての特徴をもつが，少なくとも三河湾沿いの地域

では海成堆積物の上位を陸成堆積物が覆っており，後

述する「河口段丘」の特徴をもつ．段丘面の高さは 30 
m ～ 50 m 程度である．高位 3 段丘堆積物は，マンセ

ル色表示で 2.5 YR ～ 5 YR の色相を示す表土を伴うこ

と，漂白され割れ目の入ったチャート礫を多く含むこ

と，で特徴づけられる．本層は，知多半島南部東海岸

の「浦戸累層（牧野内，1980）」「富貴累層（Makinouchi, 
1979）」「時志累層（牧野内 , 1980）」に相当する．

　

3.3.1　堆積物の層相

　高位 3 段丘堆積物は，場所によってかなり異なった

層相をもつが，場所により厚さ 20 m 以上に達する厚い

堆積物を有すること，クサリ礫は多くないが割れ目を

もつチャート礫が多いことなどの特徴から，中位段丘

堆積物とは確実に識別できる．また，堆積物の中部に

2.5 YR ないし 5 YR の色相を呈し，ロース斑が発達する

古土壌が認められる．堆積物の下部と上部に生物擾乱

を受けたシルト層や淘汰の良い細粒～中粒砂層が認め

られる．このうち特に上位のシルト～砂層の一部では，

生物擾乱とともに直立した植物根跡が認められる．こ

れらの生物擾乱をもつシルト層ないし砂層を，厚さ 10 
m 程度のチャート礫を多く含む亜円礫主体の礫層が覆

う．知多半島中軸部の美浜パーキングエリア南の丘陵

尾根の露頭（H3-5）では，土石流性とみられる礫・マッ

ドクラストまじりの有機質土層が基底に挟在する．知

多半島南部西岸の美浜町野間柿並（H3-12）では，段丘

面は削剥されているが，チャネル状の堆積構造をもち

クサリ礫を含む砂礫層上を，直立根を伴うシルト層と

クラックをもつ土壌質のシルト層が覆い，この上位に

最大径 40 mm 程度の巣穴状生痕化石を伴うシルト層が

認められた．この露頭の南側の尾根上には高位 3 段丘

が分布することから，本シルト層は高位 3 段丘堆積物

下部の海成層と考えられる．柿並の巣穴状生痕化石を

伴うシルト層からは暖温帯性の花粉組成が得られた（後

述）．

3.3.2　花粉化石

　下位の海成層に相当すると考えられる野間柿並（H3-
12）の，段丘面を直接構成していない（上位が削剥され

ている）シルト層から，温帯常緑針葉樹の Cryptomeria
が優勢で，Pinus および暖温帯常緑広葉樹の Quercus.
（Subgen. Cyclobalanopsis），Castanopsis / Pasania，暖温

帯常緑針葉樹の Podocarpus を伴う花粉群集が得られた．

上位の海成層に相当する美浜パーキングエリア南の

露頭（H3-5）において，段丘堆積物下部の土石流性有

機質土層から，暖温帯常緑広葉樹の Rhamnaceae（クロ

ウメモドキ科）が極めて優勢であり，温帯常緑針葉樹

の Sciadopitys および温帯落葉広葉樹の Quercus （Subgen. 
Lepidobalanus）がこれに次ぐ花粉組成が得られた．また，

段丘堆積物最上部の砂まじりシルト層からは，温帯常

緑針葉樹の Pinus が極めて優勢であり，Cryptomeria お

よび温帯落葉広葉樹の Betula を低率に，暖温帯常緑針

葉樹の Podocarpus（イヌマキ属）をごくわずかに伴う

花粉組成が得られた．

3.4　中位 1 段丘

　中位 1 段丘と中位 1’ 段丘は，知多半島中～南部全域

の海岸を縁取って広く分布する．両者は地形的に連続

し，地形のみで識別することは難しい．また，これら

に連続して丘陵を開析する谷に沿いに，両面に連続す

る河成段丘面（河成中位面）が分布する．

　本稿では，マンセル色表示で 5 YR ～ 7.5YR（赤褐色）

の色相を呈する表土を伴い，海成堆積物を有する段丘

堆積物のうち，海成堆積物が直接堆積面を構成する地

形面・堆積物を中位 1 段丘面・堆積物とし，海成堆積

物を河成堆積物が覆い，それが堆積面を構成する地形

面・堆積物を中位 1’ 段丘面・堆積物として別々に記載

する．

　中位 1 段丘は，知多半島東岸では先端部の南知多町

大井以南に，西岸では常滑市小鈴谷以南に分布する．

段丘面の高さは 20 m ～ 45 m である．

3.4.1　堆積物の層相

　中位 1 段丘堆積物は，基底部に砂礫を伴い，2 層の生

物擾乱を受けたシルトないし粘土からなる部分を主と

し，2 層の細粒層の間にマッドクラストや細礫を伴う

チャネル状の砂層を挟有する．半島先端部では薄い礫
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層や砂層からなる．

　知多半島中部西岸の美浜町・日本福祉大学南（M1-4
および 5）と奥田東（M1-9）では，東海層群の谷を埋

めて堆積した本段丘堆積物全体が観察できた．そこで

は，基底にマッドクラストを多量に含む礫層（基底礫層：

0 m ～ 2m）を伴い，下部から生物擾乱を受けたシルト

～粘土層（下部粘土層：3 m ～ 5m），木片を含むチャネ

ル状砂層（中部砂層：0 m ～ 5m），淘汰の良い砂層（中

部砂層：3m），生物擾乱を受けた砂質シルト～シルト層

（上部シルト層：3 m ～ 5m），および生物擾乱を伴わな

いシルト質砂層（最上部砂層：3 m ～ 4 m）からなる．

このうち下部粘土層は基底の形態と調和して標高 10 m
～ 25 m の様々な高度に出現するが，上部シルト層は

標高 25 m ～ 30 m の一定の高度に出現する．中部砂層

は厚さが場所によって大きく変化し，下部粘土層と側

方に層相が変化する．中部砂層の情半部には上野間北 
（M1-11) など所によってくさび状ラミナが発達する．上

部シルト層と最上部砂層は漸移することが多い．最上

部砂層には，ところによってレンズ状に有機質シルト

層やマッドクラスト密集層が挟在する．

　なお，牧野内（1988, 1995），牧野内ほか（1991, 1992） は，

野間層下部粘土層についてクリプトテフラの分析を行

い，Ata-Th に対比される可能性を持つ火山ガラス粒子

を見出している（牧野内，1995）．しかし，濃尾平野地

下の最終間氷期相当層（熱田層下部）からも，類似し

たテフラが得られており（牧野内ほか，1999，2001），
本堆積物中のクリプトテフラの同定については今後の

課題とする．

3.4.2　花粉化石

　常滑市小鈴谷（M1-13）の下部粘土層 1 層準と上部シ

ルト層の 2 層準，および美浜町鵜の池西方の最上部砂

層中に挟在する有機質シルト層の 1 層準について花粉

分析を行った．しかし，小鈴谷の露頭の下部粘土層と

上部シルト層下部の 2 層準からは，Pericardium（ダク

リディウム属），Sequoia（セコイア属），Metasequoia（メ

南河和
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第 8 図　中位 1’ 段丘堆積物の柱状図 .柱状図の位置は第 13 図を参照 .

Fig. 8       Columnar sections of the Middle 1’ terrace deposits Locations of sections are shown in Fig. 13.
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タセコイア属），Carya（ペカン属），Liquidambar（フ

ウ属）および Nyssa（ヌマミズキ属）という，現在の日

本列島には自生しない植物群が多く産出したことから，

理由は明らかでないが，周囲に分布している東海層群

から多量に二次堆積物が混入したと考えられる．また，

小鈴谷の上部シルト層上部からは，木本花粉の量は少

ないが，温帯常緑針葉樹の Pinus，Cryptomeria および

温帯落葉広葉樹の Alnus ，Quercus（Subgen. Lepidobala-
nus）を産し，暖温帯常緑広葉樹の Q.（Subgen. Cyclobal-
anopsis）および冷温帯落葉広葉樹の Fagus がこれらに

伴って産出した．鵜の池西方の段丘堆積物最上部から

得られた花粉は，栽培植物である Rutaceae（ミカン科）

を除くと木本植物の花粉は極めて少なく，暖温帯常緑

針葉樹の Podocarpus および温帯常緑針葉樹の Pinus，
Cryptomeria が極めてわずかに産出するのみであった．

3.5　中位 1’段丘

　中位 1’ 段丘は，中位 1 段丘と同じく，5 YR ～ 7.5YR（赤

褐色）の色相を呈する表土を伴う．海側に向かって緩

く傾斜する段丘面をなす．中位 1’段丘堆積物は，従来「半

田層」「多屋累層（牧野内，1980）」「新田累層 (Makinouchi, 
1979）」「矢梨累層（牧野内，1980）」と呼ばれていた地

層を含む．段丘面の高度は 10 m ～ 36 m である．

3.5.1　堆積物の層相

　中位 1’ 段丘堆積物が基底から最上部まで全体を観

察できる露頭は，今回の調査では確認できなかった．

しかし，知多半島東岸の美浜町布土（M1’-1）や河和 
(M1’-2）・南河和（M1’-3）では，生物擾乱を受けたシ

ルト質堆積物を，厚さ 3 m ～ 10 m の細礫～亜円礫を主

体とする礫層が覆う．シルト質堆積物の一部は有機質

で直立した植物根を伴う．礫層は砂まじり泥ないし泥

まじり砂を基質とする．南知多町豊浜（M1’-4）では，

上部の礫層が生物擾乱を伴うシルト質層を削って堆積

するが，礫層中にレンズ状に灰色シルト層が挟在する．

3.5.2　花粉群集

　南知多町豊浜の礫層中に挟在するシルト層より，暖

温帯常緑針葉樹の Podocarpus および温帯常緑針葉樹の

Pinus，Cryptomeria が極めてわずかに産出した．

　

3.6　中位 2 段丘

　中位 2 段丘面は，知多半島先端の南知多町師崎周辺

にのみ認められる．この段丘面は中位 1 面の 1 段低位

に狭い浸食段丘面をなす．旧汀線高度 20 m ～ 24 m で

ある．

　堆積物は，厚さ数 m 以下の，背後斜面起源とみられ

る泥岩の礫を主とし花崗岩や砂岩・粘板岩などの礫を

伴う円礫層ないし砂層からなる．最上部にマンセル色

表示で 7.5 YR ～ 5 YR の色相の表土を伴う．

3.7　中位 3 段丘

　中位 3 段丘面は，師崎周辺で中位 2 段丘よりも 1 段

低位の，旧汀線高度 10 m ～ 15 m の段丘面をなす．固

第 9 図　�中位 2 段丘堆積物の柱状図 . 柱状図の位置は第 13
図を参照 .

Fig. 9      �Columnar sections of the Middle 2 terrace deposits Loca-
tions of sections are shown in Fig. 13.
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有の堆積物は今回の調査では確認されなかった．

3.8　河成中位段丘

　河成中位段丘面は，中位 1 面ないし中位 1’ 面に連続

し，丘陵を開析する川に沿って分布する．堆積物は，

弱風化した亜円～亜角礫を主体とする径 60 mm 以下の

礫層と，それを覆う砂まじりシルト層からなる堆積物

が確認された．堆積物上部の砂まじりシルト層は，マ

 地理院地図  地理院地図 
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第 11 図　段丘面と旧汀線の高度（全更新世段丘）.

Fig. 11       Elevation of terraces and their former shorelines (All Pleistocene terraces).
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ンセル色表示で 5 YR ～ 7.5YR の色相を示し，クラック

を伴う．

3.9　そのほかの段丘面・堆積物

　知多半島南部・南知多町大井集落西方では，標高 50 
m 付近に亜円～亜角礫を多く含む礫層と，直立植物根

を伴うシルト層などからなる陸生の段丘堆積物が認め

られた．また，知多半島南部の南知多町師崎から山海

に至る海岸沿いでは標高 70 m ～ 80 m の尾根上に小規

模な段丘上の地形が認められるが，堆積物は確認でき

なかった．これらの段丘面・堆積物については，今後

さらに綿密な調査が必要と考えられる．

　低位段丘面に相当すると考えられる岩滑面・新舞子

面および緒川面は，人工改変に伴って露頭が大部分消

失している．

4.　考　察

4.1　中位 1 段丘と中位 1’ 段丘について

　ここでは，知多半島の段丘のうち，地殻変動を議論

する上で重要な，中位 1 段丘と中位 1’ 段丘について形

成過程を考察する．

　従来の研究では，この 2 つの段丘は，従来「中位段

丘」と一括され，海成層を挟有することや，海岸線に

沿って分布することから，「海成（中位）段丘」として

記載されてきた（たとえば小池・町田，2001）．しかし，

M1’ 段丘面・堆積物は，海成層を覆って，泥分を含む

亜円礫主体の礫層や直立根を伴うシルト層を含む地層

に覆われており，少なくとも最終的に離水した段階で

は陸水の影響を受けた堆積段丘とみなされる．ここで，

堆積物の特徴や周辺の段丘面や段丘堆積物との対比を

通じて，M1’ 段丘の形成過程について検討する．

　M1’ 段丘面堆積物の表層には 7.5 YR ～ 5YR の色相を

呈する表土が認められるが，この特徴は M1 段丘面や

M2 段丘面のような海成段丘面の特徴と同様で，西三

河の碧海層や濃尾平野東部の熱田層と共通することか

ら，これらは最終間氷期に離水した段丘であることが

示唆される．知多半島の段丘からは，未だに形成年代

を特定できる資料は得られていないが，M1，M2 およ

び M1’ 段丘面は最終間氷期に離水した可能性が高い．

　ところで碧海層下部層～中部層と熱田層下部はとも

に海成の粘土層を主体とし，その上位の碧海層上部層

と熱田層上部は，砂泥互層ないし砂を主体とする（た

とえば森山，1994：桑原，1968）．碧海層の上部は硫化

鉄含有量が少なく，海棲珪藻を産しないこと（森山，

1994；森山ほか，1996），熱田層上部からは淡水棲珪藻

化石群集が得られること（森，1972）などから，両者

は基本的に陸水成の地層と考えられる．また，碧海層

上部層からは K-Tz が（森山ほか , 1996），熱田層の上

部からは On-Pm1 が（桑原，1968）得られており，こ

れらは下位の海成層を堆積盆地上流側で若干削剥する

（濃尾平野第四紀研究グループ，1977）ものの，基本的

には整合的に累重する．このことから，この 2 つの地

層は最終間氷期極相期（MIS 5e）に内湾で堆積した海

成層を，その後の海面低下期（MIS 5 後半）に堆積した，

デルタフロント～デルタ頂置層と陸水デルタの堆積物

とみなすことができる．知多半島の M1’ 段丘について

も，同様の形成過程で説明できる．特に，知多湾を隔

てて碧海面に向き合う知多半島東岸では，半島の南部

まで M1’ 面が分布する一方，海域の幅が広い西岸では

知多半島の中部以南に海浜堆積物が堆積面を直接構成

している M1 面が発達することとも矛盾しない．

　従来の段丘発達過程に関する研究では，M1’ 段丘面

のような海成層上に陸成層が整合的に累重して堆積面

を構成する段丘は，間氷期中の最高海面期に形成され

た海成段丘面として扱われてきた（たとえば小池・町

田，2001）．しかし，厳密にいえばこれらは陸水成の段

丘面であり，海成段丘とも典型的な河成段丘とも異なっ

た範疇の段丘として認識したほうが実態に即している

のではないだろうか．本稿では，このタイプの段丘に

対して「河口段丘」という名称を用いる．河口段丘は，

堆積物供給量が多く，隆起速度が比較的遅い地域で普

遍的に認められる可能性が高い．たとえば石狩川下流

部の「石狩段（小松原・安斎，1998）」，雄物川下流～

男鹿半島付け根の「潟西層（たとえば潟西層団体研究

グループ，1977）」関東平野の「常総層（たとえば秋山

ほか，2015）」，淀川下流部の「上町段丘（たとえば吉川・

樽野，1992）」が，それに該当すると考えられる．

4.2　段丘面高度および旧汀線高度と地殻変動について

　先述したように知多半島では人工地形改変が激しく，

特に半島中部地域については広範囲に自然地形が失わ

れている．このため，本調査では 1947 年撮影空中写真

時の残されている汀線アングルが現在も大きく改変さ

れずに残されている場所を抽出して，1/2,500 都市計画

図の等高線や標高点からその高度を読み取った（第 11
図，第 12 図）．

　特に中位段丘とその旧汀線高度（第 12 図）について，

若干考察する．

　第 12 図には海成の中位 1 段丘面だけでなく，河口成

の中位 1’ 段丘面の高度と陸側の段丘崖基部高度も記載

している．既に述べたように，これは陸成面であるた

め，地殻変動の基準としては不適切である．また，そ

の離水時期も明らかではない．しかし，以下の考えから，

おおむね最終間氷期極相期の旧汀線高度に近い地殻変

動の指標として参考とすることが可能性はないだろう
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か．

　①濃尾平野と矢作川下流の沖積低地において MIS 1
の海進堆積物が分布する範囲は，地下水くみ上げによ

る地盤沈下を除いた標高 0 m～ 10 m以下の範囲にあり，

河口域における最終間氷期とその後の海面低下期の陸

水成堆積物の分布標高も最終間氷期極相期の海面高度
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Fig. 12       Elevation of the Middle 1 and Middle 1’ terraces and active structures.
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と大きく異なるものではない可能性が高い．

　②知多半島東岸（武豊町～美浜町の知多湾沿岸の露

頭）における海成層上面高度から，段丘面の陸側崖基

部までの比高はおおむね 10 m ～ 15 m 程度であり，現

在の伊勢湾奥におけるデルタ前面（デルタ底置面とデ

ルタ前置面の境界）の深度（10 m ～ 20 m：国土地理院，

第 13 図　露頭位置図 .

Fig. 13       Location map of outcrops.
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1973）と大きく異ならない．

　中位 1’ 段丘面の陸側段丘崖基部の高度を最終間氷期

極相期の旧汀線高度と同様に地殻変動の指標とするこ

とができるとするなら，知多半島中部の東岸（武豊町

～美浜町付近）の陸側段丘崖基部の高度は 20 m ～ 25 
m 前後，西岸（常滑市南部～美浜町野間付近）の中位

1 段丘面の旧汀線高度は 35 m ～ 40 m 前後であり，東

岸は西岸と比較して隆起量が小さい．すなわち知多半

島は東傾動しつつ隆起してきた可能性が高いと言える．

さらに，知多半島中部東岸の高位 3 段丘面高度（35 m
～ 40 m）は，西岸の中位 1 段丘の旧汀線高度と同程度

であることを考慮すると，この東傾動は確実といえる．

　以上は，段丘面の対比に違いがあるものの，牧野内 
（1979）が明らかにした地殻変動像を追認したものであ

る．広域的テクトニクスの観点からは，濃尾傾動地塊

運動（桑原，1968）や中部傾動地塊運動（桑原，1968；
須貝，2001）のように西傾動が卓越する伊勢湾周辺地

域にあって，知多半島が東傾動していることは，興味

深い．

4.3　高位 3 段丘堆積物に認められる 2 層の海成層につ

いて

　先に述べたように高位 3 段丘堆積物は，厚さ 20 m 以

上に達する厚い堆積物からなり，その中に少なくとも 2
層の海成層と考えられる生物擾乱を受けた細粒堆積物

が挟在する．段丘面を確認することはできないものの，

段丘礫の風化程度からみて半島南部西岸・美浜町野間

柿並（H3-12）のチャネル状堆積構造を持つ礫層と巣穴

状生痕化石を伴うシルト層も高位 3 段丘堆積物のもの

である可能性が高い．

　このことは，高位 3 段丘堆積物の対比・編年上有用

な情報と考えられる．

　町田ほか（2003）によると，深海底コアの酸素同位

体比変動曲線からみて，MIS 5 と MIS 7 では 1 間氷期

ステージ内に複数の高温期が明確に認められるが，MIS 
11 では 1 つの極高温期しか認められない．また MIS 9
では 1 つのピークしか認められないコアと，複数のピー

クが認められるコアがある．また，濃尾平野の層序コ

ア（須貝ほか , 1999）では MIS 7 と考えられる層準中に

礫層が挟在することを示している . このような古海洋学

的なデータおよび濃尾平野の層序ボーリング資料から

みて，高位 3 段丘堆積物は，MIS 7（ないし MIS 5?）に

相当する可能性が高い．

　知多半島の段丘面・堆積物の編年・対比については，

中位 1 段丘堆積物中のクリプトテフラ分析や花粉分析

結果などを総合して今後さらに検討していきたい．

謝辞：花粉は有限会社アルプス調査所の本郷美佐緒博

士に分析していただいた .記して謝意を表します .
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